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はじめに

• グリーンOA推進は将来においてもIRの主要な役割

• グリーンOA推進に必要なのは…

︓グリーンOA推進に効果的な活動の特定（発表前半）

︓特定された活動の省⼒化を可能にするIR機能の開発（発表後半）
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グリーンOA推進に効果的な活動
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効果的な活動の特定⽅法

活動B

活動C

活動A

進捗率
⾼ / 低

活動X

…
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効果XA

効果XB

効果XC

効果XX

特定⽅法︓進捗率の⾼い機関と低い機関を判別するうえでの各活動の効果の推定



機関別グリーンOA進捗率
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進捗率の⾼い機関 進捗率の低い機関



アルゴリズム＆データ

• アルゴリズム

: SMOTE (Synthetic Minority Over-sampling TEchnique)
: ランダムフォレスト
: 部分従属プロット

• データ
: IRDB (Institutional Repositories DataBase)
: WoS（Web of Science）
: アンケートデータ（IRDB登録667機関）
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各活動の効果

7効果



学術雑誌論⽂提供依頼の成功率

8年度



出版社版登録可 著者版登録可

本⽂⼊⼿

論⽂情報の取得
機能︓研究者DB・⽂献DBとの連携

登録済論⽂情報の削除
機能︓DOIによるマッチング

アーカイビングポリシーの取得
機能︓アーカイビングポリシーDBとの連携

教員メールアドレスの取得
機能︓研究者DBとの連携

登録
機能︓DOIによる流⽤⼊⼒

提供依頼メールの送信
機能︓⽂⾯の⽣成

登録完了メールの送信
機能︓⽂⾯の⽣成

登録不可/不明

学術雑誌論⽂提供依頼の問題点
出⼒と整形に⼿間がかか
る。差分のみの抽出ができな
い。

照合キーがDOIしかないた
め、DOIがあるものに限られ
る。

ここに労⼒と時間がかかって
いるので、アーカイビングポリ
シーをまとめたデータ等があれ
ば⼤変助かる。

研究者DB掲載のメールアド
レスが有効ではない場合も
ある。

出版社HPから著者版の提
供を受けられるような仕組み
があるとよい。

アイテムタイプを後から編集
可能にして欲しい。また、同
⼀ブラウザ内で複数タブを開
いて作業する場合、意図し
ない連動が起きてしまう。登録後に定型⽂を数パター

ンから選び、著者名典拠ID
に記載のメールアドレスへ送
信できると助かる。



前半のまとめと課題

• グリーンOA推進のための活動としては学術雑誌論⽂提供依頼が効果的

• しかし …その実施に伴うアーカイビングポリシー調査には労⼒が必要

• アーカイビングポリシー調査の省⼒化を可能にするIR機能が必要
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アーカイビングポリシー調査の省⼒化を可能にするIR機能
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アーカイビングポリシーDB連携機能

①機関名による定期検索

②データ

IR担当者 研究者③リスト⽣成

⑥データ

⑦登録論⽂の指定

⑧メタデータ登録

⑨本⽂提供依頼

⑩本⽂提供

⑪本⽂登録

⑤フラグ

④データ

IR

新着論⽂リスト

ユーザ管理システム

アーカイビングポリシーDB



検索ワードの登録
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通知（検索結果）
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アーカイビングポリシー
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エクスポート
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後半のまとめと展望

• アーカイビングポリシーDB連携機能により学術雑誌論⽂提供依頼の省⼒化が可能

• セルフアーカイブを省⼒化するための機能としても応⽤可能

• 省⼒化されたセルフアーカイブ + フィードバック機能によるIRへのSNS的価値の付加
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ありがとうございました

m-kawai@nii.ac.jp
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